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大阪市立北津守小学校の教育実践について（ご案内）

向春の候、御社におかれましてはますます御健勝のこととお慶び申し上げます。
　私は、奈良教育大学の宮下俊也と申します。突然のご案内、失礼申し上げます。
　さて、大阪市立北津守小学校では、平成28年度大阪市教育委員会「がんばる先生支援」の助成を受け、全校あげて音楽教育の充実に取り組んで参りました。テーマは「学校のチャイムをつくろう －ニコニコ班（たてわり活動）による学習」です。私は音楽教育を専門とする立場から、本取組を指導、支援いたしました。
　本取組は、全校児童数１０１人という小規模校の特色を生かし、全学年を縦割りにした小グループにより、当校の授業開始や終了を知らせるチャイムを創作・演奏し、それを実際に毎日使用しようとするものです。
　音楽の授業を全学年で行うこと、学校生活の中で欠かすことのできないチャイムを自分たちの手でつくること、それを実際に用いること等、全国的にも極めてめずらしく貴重な教育活動です。また、学びを生活に生かすことは、先日報道された新学習指導要領の趣旨に沿うものであり、先駆的な取組といえます。
　全児童、全教職員が一体となり、数々の試行錯誤を繰り返してつくり上げたチャイムは、音楽的にも質の高いもので、その創造過程もまた、異学年間で教え合い、助け合う貴重な経験をもたらしました。
　そしてこのたび、そのチャイムの使用が3月１日から始まります。すべての授業、また昼食や清掃等の開始と終了時刻に流れますが、特に当日の1時間目の開始チャイムは、全児童、全教職員が今から心待ちにしており、感動的な瞬間になるものと思われます。また、チャイムは地域や保護者にとっても学校の存在を表わすものでもあり、「北津守小学校のチャイムは子供がつくったもの」として、末永く愛されるものと、専門的な立場からも確信しております。
　つきましては、是非、当日お越しいただき、児童や教職員の感動場面をご覧いただければと思います。また、勝手なお願いではございますが、もし御社より発信いただければ、大阪市内はもちろん、全国の小学校に、小規模でも生き生きとした子供を育てるあり方、そして「開かれた教育課程」のモデル校として、示唆を与え、共感を呼ぶものになるものと思われます。
　どうぞ、よろしくご検討の程、お願い申し上げます。
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